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はじめに JST-JICA 連携の地球規模課題対応
国際科学技術協力プロジェクトとして、2009
年より 5ヶ年計画で「インドネシアの泥炭・森
林における火災と炭素管理」プロジェクト（代

表：大崎満・北大教授）が始まった。インドネ

シア中部カリマンタン州を対象に、熱帯泥炭か

らの CO2 放出量を抑制するための統合的炭素

管理システムを構築し、地球温暖化抑止に貢献

することを目的に、1)火災の検知と予測、2）炭
素量評価、3)炭素管理、4）統合的泥炭地管理の
4 プログラムが実施されている。著者らは 3）
の中の流域管理サブグループのさらに Block-C
チームとして地域内地下水の動態把握と諸対策

時の地下水予測・評価を担当している。 
目的 Block-C地区（10km×10km）における
地下水流動の実態を把握する。地下水流の数値

モデル解析によって、地下水位を高く維持し火

災を抑止するための堰群建設の有効性を検証し、

営農・生活環境への影響を評価する（図 1）。 
調査内容 調査地区の地下水流動を把握し数

値モデルを組み立てるためには、少なくとも乾

季（6～10 月）と雨季（11～5 月）の地下水位
分布データが必要である。ところが現地には信

頼できる地図情報がなく、位置確認は Google 
Earth 情報に頼らざるを得ない状況である。ま
た、海から 200km も内陸に位置するにも拘ら

ず、標高は 25m程度にすぎず、極めて平坦な地
形である。川の水位には海洋潮汐の影響も現れ

る。こうした状況の中、5m 深の浅層地下水位

観測井 31地点、運河水位 11地点、20m深の深
層地下水位観測井 5地点を設け、全てに自記水
位計を設置し、3 ヶ月に 1 回の頻度でデータ回
収を行なうように計画した（図 2）。森林・泥炭
火災による焼失を防ぐため、井戸には全てに 1
ｍ深の鉄管カバーを付設した。また、平坦であ

るがゆえに地下水位標高を精度良く知る必要が

ある。このため、井戸の管頭標高を static GPS
測量によって正確に求め、Sebangau 川から
Kahayan 川にかけての Kalampangan 運河沿
いに 12 のベンチマークを設けるなど、現在も
精力的に測量を続けている。これまでに雨季と

乾季に数回の現地視察を行ない、概ね図 3のよ
うな水理地質モデルを想定しつつある。現地で

は 3年に 1度の頻度で深刻な火災が生じ、2009
年がその年であった。2010 年は 7 月以降も乾
季らしい乾季が訪れず、現地の泥炭地は水位が

高いままに維持された。踏査や機器設置が著し

く困難であり、計画していた水位計設置地点に

近づけないような場所さえ出るほどだった。 

 
図 1. 地下水流動モデルによる予測評価の一案 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. Block-C地区の調査地点 
 
 
 
 
 
 
 

図 3. 想定される水理地質モデル 


